
 

 

 

注 意 事 項 
◎総合的な注意 
１ この大会は、関東中学校体育連盟が定めた実施要項及び平成２８年度公益財団法人日本バドミントン協

会競技規則、大会運営規程、公認審判員規程に準じて行います。その他は、代表者会議（都県委員長会
議）の決定によります。 

２ 会場は８日（月）～１０日（水）午前８時３０分に開場いたします。 
３ 会場に到着したら、選手・監督・コーチは２Ｆ入口から入場し、代表者が１Ｆで「受付」をして下さい。

応援者も２Ｆ入口をご利用下さい。役員・主審の方は１Ｆ入り口から入場し「受付」をして下さい。 
４ 館内はすべて体育館シューズです。内履き、外履きをしっかり区別して下さいぬ。 
５ 荷物（貴重品）は盗難等のトラブルも予想されますので、各自で保管・管理をお願いいたします。 
６ 会場で受け取った弁当等のゴミは指示された場所に返却し、それ以外のゴミは全て持ち帰って下さい。 
７ フラッシュを使用した撮影はプレーの妨げになりますので、厳禁とします。また、ビデオ撮影の電源等

として会場内のコンセントは絶対に使用しないで下さい。 
８ その他、会場使用等に関わる事柄については、各担当者、体育館職員の指示に従って下さい。 

◎競技上の注意 
 《団体戦》 
１ 選手集合所は、１Ｆサブアリーナになります。競技開始１５分前には選手集合所に整列して下さい。係

の指示で入場します。 
２ 競技開始３０分前にオーダー用紙を提出し、相手チームとの交換を行います。オーダー交換所は、メイ

ンアリーナ（本部席横）になります。（但し、第１試合のオーダー交換は、監督者会議後その場で行い
ます。） 

３ 対戦するチームの挨拶後、主審の指示により各マッチ（試合）の前に２分間ずつの練習を認めます。（シ
ングルスは対戦選手同士で行います。） 

４ 試合の順序は、Ｄ１→Ｓ→Ｄ２の順に行います。すべて先取マッチ（試合）方式で行います。 
５ 競技の進行上、２コートあるいは３コートで並行して行う場合があります。 
６ すべてのゲームの中に、一方のサイドのスコアが１１点になったとき、６０秒を超えないインターバル
を認めます。 

７ 第１ゲームと第２ゲームの間、第２ゲームと第３ゲームの間に１２０秒を超えないインターバルを認め
ます。 

８ ベンチに入れる者は、監督・マネージャー・コーチ・選手とします。 
９ 選手の変更は、２名以内とし、監督会議開始３０分前までに所定の用紙にて、大会事務局に申し出て下

さい。なお、団体戦での選手の追加は出来ません。 

 《個人戦》 
１ 選手集合所は、１Ｆサブアリーナになります。 
２ 競技開始１５分前には選手集合所に整列して下さい。係の指示で入場します。  
３ 試合前の練習は、シングルスは対戦相手と、ダブルスは両者同時に３分間とします。 
４ すべてのゲームの中に、一方のサイドのスコアが１１点になったとき、６０秒を超えないインターバル
を認めます。 

５ 第１ゲームと第２ゲームの間、第２ゲームと第３ゲームの間に１２０秒を超えないインターバルを認め
ます。 

６ ベンチに入れる者は、団体戦との重複出場者の場合は、監督・選手・マネージャー・コーチを基本とし
た２名とします。個人戦のみの出場で、監督・依頼監督・マネージャー以外でベンチ入りをする者は、
実行委員会より、入場許可を得ること（入場許可申請書を提出）とし、各学校男女別１名までとします。
なお、ベンチに入場する際には、大会実行委員会から発行されたＩＤカードを必ず着用してください。
（椅子は２個とします。） 

《団体戦・個人戦 共通》 
１ 試合時には、監督・マネージャー・コーチは大会実行委員会から発行されたＩＤカードを必ず着用して

ください。選手はゼッケンをＩＤカードの代わりとします。 
２ コーチングを行う場合はコーチ席でお願いします。（選手のチェンジエンズとともに移動してください。）

インプレー中のコーチング及び応援は認められません。 
３ アリーナフロアーでの携帯電話の使用は禁止です。監督・コーチ・選手の方はコートに入場する際、携

帯電話の電源を切ってください。 
４ モバイル機器（ｉＰａｄ・携帯電話等）を使用しての試合中のアドバイス・コーチングは禁止です。 

◎審判上の注意 
１ 会場内の付属物にシャトルが触れた場合にはフォルトとします。 
２ 次の場合には棄権と見なします。 
 （１） 何の連絡もなく、選手が集合時刻に集合しなかった時。 
 （２） 怪我等で試合の続行が不可能な時。 
３ 抗議や異議は認めませんが、疑問があれば該当プレーヤーか監督が主審に礼儀正しく質問をして下さい。 
４ 極端に遅いサーバー・レシーバーの構え、サーバーの長い停止、早すぎるサービスは厳に慎んで下さい。 
５ 汗拭きや靴ひもの締め直し、ラケットの交換等は、主審の許可を得て下さい。 
６ ゲーム中の水分補給は、主審の許可を得て行って下さい。 
７ 監督会議で決定した事項に従って下さい。 


